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いろいろな人に支えられて！ 

                                                      

 校長 三橋 国雄 

 3 月弥生、町のいろいろなところで梅や桃の花が咲き始めました。これからきれいな景

色の季節になります。今年は寒暖の差が大きく体調を崩しやすいので心配ですが、年度末

のまとめをしっかりしていきたいと思います。 

 

 2 月 21 日（日）嶮山公園グランドで、すすき野、荏子田、黒須田、虹ヶ丘防災フェステ

ィバルが行われました。前日が雨でしたので開催されるか心配しましたが、早朝より係の

方やすすき野中学校の生徒の皆さんがグランドに土を入れてコンディションを整え、開催

できるように作業をしてくださったそうです。ありがとうございます。今年で 9 回目を迎

えた防災フェスティバル。地域住民の防災意識を啓発することを目的とし、各自ができる

ことを具体的なイメージをとして、「見る・知る・感じる・体験する」ことを大切に開催

されています。その一部を近隣の中学校 1 校、小学校 4 校の子どもたちの日頃の学習の成

果を発表する場として使わせていただいています。 

今年も、金管バンドのみなさんの力強い演奏でステージ発表が始まりました。すすき野

小学校はダンスクラブの 15 名の児童がステージで思い切り体を動かしダンスの発表をし、

見てくださった来場者の皆様から温かい大きな拍手もいただきました。校内で発表をする

ことはありますが、自分たちのクラブ活動での取り組みを校外の方々に見てもう機会はあ

まりありませんので、とても良い経験の場を与えていただいておりうれしく思います。こ

のように地域の行事に積極的に参加し、学校では経験できないことを経験させていただけ

ること、それが地域と学校のつながりの一つだと思います。来年度もこのつながりを大切

にしていきたいと思います。 

 

あと三週間で卒業する六年生には、もうすぐ次の三年間が始まります。この三週間は、

六年生にとって中学に向かう一人ひとりの心づくりの期間だと思います。乗り越えられな

いことはありません。一歩ずつ、まずは目の前の三週間を。そして、その向こうに広がる

三年間を、自分の目標をしっかりもって過ごしてほしいと思います。また五年生にとって

この三週間は、最上級生として次のすすき野小学校を引っ張っていけるように一人ひとり

の心づくりの期間だと思います。ですから五年生も自分の目標をしっかりもって過ごして

ほしいと思います。心の底から、声を限り応援します。 

 

平成 27 年度の一年間を通じて保護者の皆様そして地域の皆様、学援隊、すすき野くんの

会の皆様、エプロン先生で一年生支援をしてくださった皆様、教育ボランティアの皆様、

学校教育に深い理解と温かいご支援を賜りました。すすき野小学校から心をこめて、そし

て声をそろえて『ありがとうございます』を贈らせていただきます。 
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